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したオリジナルチキンを味わい、商品に込め
られたいろいろな知識を学ぶことで、バラン
スのよい食事の大切さについて考え、手づく
り調理する楽しさやおいしさを体験する機会
を提供。2014年度はキッズスクールを11回
開催し、合計142組284名の親子にご参加い
ただきました。また、KFC、ピザハットの店舗
では小、中、高校生の職場体験学習や総合学習
に協力。サポートセンターでは企業訪問の受
け入れを行っています。

真に豊かな社会をめざし、
社会貢献活動を実施。

　子どもたちに「食」の大切さや正しい知識
を学ぶ機会を提供することを食に携わる企
業の使命のひとつと考え、日本 KFC ホール
ディングスグループでは、「わたしたちの食育
についての考え方」に基づき、さまざまな食
育活動を展開しています。
　食育プログラムの一貫として実施している
「KFCキッズスクール」では、自分たちで調理

食育活動を推進

　日本KFCホールディングスグループは、ヤ
ム・ブランズが、国連WFPの協力を得て全世
界で取り組む飢餓救済プログラム「World 
Hunger Relief （WHR）」に参加しています。
2014年度は店頭募金やクリック募金による、
個人単位の寄付に加え、KFC ではサイドメ

飢餓救済プログラムを展開

　日本KFCホールディングスグループは、ス
ポーツを通じて知的障害のある人たちの自
立と社会参加を応援する「スペシャルオリン
ピックス」の趣旨に賛同し、1994年に「スペ
シャルオリンピックス日本（SON）」が設立さ
れて以来、プレミアスポンサーとして活動を
支援しています。
　2014年 11月１日～３日に開催された「第
６回スペシャルオリンピックス日本夏季ナ
ショナルゲーム・福岡」では、オフィシャル
スポンサーとして協賛し大会を応援。SON 主
催のチャリティ・ランイベント「第４回エー
ルラン」（2014年 11月）、「第５回エールラン」
（2015年９月）には、日本KFCホールディング
スグループの従業員、家族がグループボラン
ティアとして参加しました。また、「第22回共
生・共走リレーマラソン」（2015年５月）には
日本 KFC ホールディングスグループ従業員
が、SON・大阪のボランティアスタッフとし
て参加しました。

スペシャルオリンピックスを応援

→くわしくはweb へ
http://japan.kfc.co.jp/approach/social/

→くわしくはweb へ
http://japan.kfc.co.jp/approach/healthy/

　青少年の健全育成と市民スポーツの振興
を目的に、日本KFCホールディングスグルー
プは地域スポーツを支援しています。2015 年
２月には東京都サッカー協会主催の「第21回
きさらぎ杯ピザハットカップ東京都少女交
流大会」に協賛。
この大会には 67
チーム983人が参
加し、チームス
ポーツの楽しさを
体感しました。

スポーツ大会をサポート

　日本KFCホールディングスグループでは、
未来ある子どもたちの健やかな成長を願い、
子どもへの虐待のない社会をめざす「子ども
虐待防止・オレンジリボン運動」に協力して
います。毎年11月の「児童虐待防止推進月間」
に全国で展開される「児童虐待防止・オレン
ジリボンキャンペー
ン」の期間中は、各地
の KFC 店舗店頭の
カーネル立像がオレ
ンジリボンをイメー
ジしたたすきをかけ、
子どもへの虐待防止
を呼びかけています。

オレンジリボン運動に協力

社会・地域のみなさまとともに

KFCH Communication News 2014      2015
17

 KFCHのCSR

→くわしくはweb へ
http://japan.kfc.co.jp/approach/social/

▲ 第 22回 共生・共走リレーマラソン

▲第５回エールラン

▲WFPウォーク・ザ・ワールド2015

ニュー１個購入ごとに10円を寄付する活動、
ピザハットでは限定ピザ１枚の注文ごとに
100円を寄付する活動を展開。2014年12月31
日までに 23,987,339 円の募金・寄付が集ま
りました。今回お寄せいただいた募金・寄付
金はすべて、途上国の子どもたちの健全な発
育と就学率の向上をめざす、国連WFPの学校
給食プログラムに役立てられます。
　日本KFCホールディングスグループは、国
連WFP が実施するネパール地震への緊急支
援活動や西アフリカのエボラ出血熱感染地
域の人々への支援活動に対する寄付活動も
行いました。また、2015年５月24日横浜・み
なとみらい地区で開催されたチャリティイ
ベント「WFPウォーク・ザ・ワールド」に日
本KFC ホールディングスグループの従業員、
家族計127名が参加しました。

▲2014年 11月、KFC経堂店の元田義之店長が
国連WFP支援国のカンボジアを視察しました。

▲KFCキッズスクール
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日本KFCホールディングスグループでは、ビジネスが環境に与える影響を正しく把握するために、
店舗、サポートセンターの資源・エネルギー使用量や廃棄物、CO２の排出量に関するデータを収集。
環境負荷の低減に努めています。
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安全・安心な「食」をご提供するために環境データ報告
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※集計期間： 2014年4月～2015年3月
※数値はチェーングループ全体（直営＋FC店舗）を
　対象としています。

CO₂排出量




